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生涯学習課の目標（令和３年度）自己評価書

生涯学習課長 鈴木 潤一

個別事業とその目標 達成度
目標達成の効果又は

達成できなかった理由等

１ 生涯学習の推進（社会教育班）

生涯学習を推進するため、生きがいを大切にする人生や仲間づくりを育むための自

立的な自己教育と相互教育を基本にしたコミュニティ形成につながる地域の人材の育

成を目的に家庭、学校、地域、各種団体、行政が連携した各種事業を実施します。

①生涯学習推進事業

・家庭教育推進事業 家庭教育学級（直営事業、小中学校への設置）

・成人教育推進事業 実行委員会形式 成人式（20歳）

・人権教育推進事業 （こども、障害のある人、男女共同参画、同和問題等をテ

ーマとした人権教育セミナーを年 6回実施）

・社会教育関係団体育成事業（婦人会、ＰＴＡ等事業費助成）

４

1 生涯学習の推進

新型コロナウイルスの影響により、各種事業の一部中

止や内容を変更せざるを得ませんでした。。

①生涯学習推進事業

・家庭教育推進事業は、家庭教育学級の講座を、ローズ

マリー学級の学習会を６回、酒々井小学校は１回、大

室台小学校は２回、酒々井中学校は３回、それぞれ企

画しました。緊急事態宣言の発出に伴い、開催回数は、

ローズマリー学級が２回、各小学校は１回の開催にと

どまりました。参加者は家庭教育の知識を深めました。

・成人式は、感染防止対策を徹底し、無事開催すること

ができました。 参加者：１７２名（うち酒々井中卒

業生１９４名中、１６６名）

・人権教育セミナーは、６回開催するよう企画しまし、

５回開催し、１回は緊急事態宣言の発出に伴い、中止

しました。

・社会教育関係団体にはそれぞれ活動補助金を交付しま

した。

様式１

達成度：R4.3.31の自己評価
５ 目標を完全に達成した。

４ 目標を概ね達成した。

３ 目標を一部達成した。

２ 目標をほとんど達成できなかった。

１ 目標をまったく達成できなかった。
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②学校・地域・家庭連携事業

・学校教育支援促進事業 地域ボランティアによる小中学校教育支援

・土曜日の教育支援体制等構築事業 小学生補習（中央公民館と共同開催）

・地域未来塾の実施 中学生補習

③青少年健全育成事業

・子ども会育成会連絡協議会事業 球技大会、体験教室等

・青少年相談員連絡協議会事業 つり大会、綱引き大会、星空の映写会等

・陸別町児童交流事業

・長野原町児童交流事業

・青少年おもてなしカレッジ事業

４

４

②学校・地域・家庭連携事業

・学校教育支援促進事業は、主に、授業や学校行事の補

助、図書の修復ボランティア、登下校の見守り、校内

環境の整備などを行いました。

酒々井小学校のボランティアの延べ人数：１７６名

大室台小学校のボランティアの延べ人数：１２１名

・土曜日の教育支援体制等構築事業は、６月から３月の

期間に１５回実施するよう企画しましました。緊急事

態宣言の発出や台風の接近に伴う荒天のため３回中止

し、１２回実施しました。小学校３年生から６年生の

国語と算数の自主学習の補助を行いました。（３・４年

生：１４名、５・６年生２１名）

・地域未来塾は、５月から３月の期間に、英語と数学の

自主学習支援として３２回実施しました。例年、年度

初めに参加者を募集するのみでしたが、令和３年度は

年度途中に再募集を行いました。（年度当初受講生２７

名、年度末現在受講生３２名）

③青少年健全育成事業

・子ども会育成連絡協議会事業は、体験教室として、勾

玉づくりと火起こし体験を実施しました。その他、青

少年相談員と共催の星空の映写会やスポーツ推進員主

催のウォークラリー大会に参加しました。

・青少年相談員連絡協議会事業は、つり大会と星空の映

写会を実施しました。

・陸別町児童交流事業は中止しました。

・長野原町児童交流事業は中止しました。

・青少年おもてなしカレッジは１３名の参加者がおり、
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④同和対策集会所事業

・学力向上学級

・生け花教室

２ 文化財班

酒々井町の地域資源である歴史と文化を守り育て伝えるとともに観光・交流に資す

る事業を行います。史跡本佐倉城跡保存整備事業、墨古沢遺跡保存整備事業の２事業

を中心に継続して進めるほか、酒々井ＩＣの開通、アウトレットの開業以降、開発事

業が著しく増加しており、埋蔵文化財の保護事業を円滑に実施します。

①文化財保護事業

埋蔵文化財調査 開発にともなう試掘等の発掘調査を実施します。

②本佐倉城跡保存整備事業

史跡本佐倉城跡の保存・活用のための史跡整備事業を行います。令和３年度は

城山郭等の危険木・障害木の一部伐採を継続して行います。

周知・普及事業としては、講師を招いての講演会・城跡見学会をボランティア

ガイドと協働して行うほか、国史跡本佐倉城跡案内所内で活用する城跡の地形模

型や千葉氏や本佐倉城跡の紹介映像の作成を行います。そして案内所の本格的運

用を開始します。

また、これまで行ってきた調査の概要を庁舎、公民館等での展示を継続して行

います。

４

４

４

町の歴史などを学び理解を深めることができました。

④同和対策集会所事業

・学力向上学級は、４月から３月の期間で開催しました。

・生け花教室は、５月１９日から３月１６日までの期間

で開催しました。

２ 文化財班

酒々井町の歴史と文化を守り育て、観光・交流に資す

る事業を行うとともに、史跡本佐倉城跡保存整備事業、

まちの顔づくり推進事業、墨古沢遺跡保存整備事業、埋

蔵文化財保護事業等、３事業を円滑に進めました。

①文化財保護事業

・引き続きアウトレット、酒々井 IC の開業以降、開発事

業に伴う試掘等の発掘調査が増加しており、令和 3年

度は 31件の調査等を取扱いました。

②本佐倉城跡保存整備事業

・倉跡南斜面際及び城山東斜面際の 2地点の危険木伐採

を行いました。

・普及事業 国史跡本佐倉城跡案内所につきましては本

格的運用を開始し、案内所で活用を行う地形模型・紹介

映像の作成を行いました。しかしコロナウイルスの影響

により、2/19 実施予定で準備を進めていた講演会は開

催方法を変更し、講演撮影動画を 3/12～3/25 まで WEB

配信して 462 人の方が視聴されました。2/26 開催予定

の城跡見学会については中止としました。また中央公民

館のロビー及び本庁舎玄関での展示を継続して行いま

した。
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④墨古沢遺跡保存整備事業

令和元年 10月に日本最大級の旧石器時代の「環状ブロック群」として国史跡と

なった墨古沢遺跡について、今後の保存・整備・利活用に向けた保存整備事業を

進めていきます。

令和３年度は、昨年度策定が行われた『保存活用計画』を基に、その内容をさ

らに具体化し、今後の整備活用事業に向けての実施、または実現の確実性を高め

る方法や方針を定めた『整備基本計画』の策定を行い、計画策定を的確に進める

ため有識者による史跡墨古沢遺跡整備活用委員会を立ち上げて開催します。

また、史跡指定地の保存を確実に行うため、用地の公有地化を国・県補助金を

活用して行います。

周知・普及事業としては、これまでの調査・研究成果を公表及びこれからの活

用を考えていくためのミニ講演会を開催するほか、引き続き墨古沢遺跡の展示会

をコミュニティプラザで実施します。

３ スポーツ振興班

町民のニーズにあったスポーツ・レクリエーションを展開するとともに、健康づく

りや仲間づくりの場を提供し、健康増進・体力の維持向上を図ります。

①生涯スポーツの推進

・スポーツ推進委員事業 誰でも気軽に取り組める軽スポーツの普及を図ります。

ライトスポーツクラブ（毎週水曜日 19：00～ 酒々井中学校で開催予定）

ウォークラリー大会 （５月 16日開催予定）

４

３

③墨古沢遺跡保存整備事業

・国史跡墨古沢遺跡について、保存・整備・利活用に向

けた保存整備事業を進めました。

・令和 2年度に策定を行った『保存活用計画』を基に、

その内容をさらに具体化し、今後の整備活用事業の方針

を定めた『整備基本計画』の策定を行い、計画策定を的

確に進めるため有識者による史跡墨古沢遺跡整備活用

委員会を立ち上げて、３回の委員会を開催しました。

・史跡指定地の保存を確実に行うため、民有地分 2566.79

㎡の公有化を国・県補助金を活用して行い、完了しまし

た。

・普及事業 10/23、12/19 に 2回のミニ講演会を実施し、

それぞれ一般 38 名と 44名の参加がありました。また墨

古沢遺跡の常設展示をコミュニティプラザにて継続し

て行いました。

３ スポーツ振興班

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、スポ

ーツレクリエーション事業を例年どおりに実施できな

かったが、一部の事業では感染予防策を講じたうえで

事業を実施しました。

① 生涯スポーツの推進

・ライトスポーツクラブは、毎週水曜日に軽スポーツを

中心に事業を実施しました。なお、新型コロナウイル

ス感染拡大防止の観点から一時期中止しています。

（32 回開催 参加者延べ 331 名 17 回中止（R1 年度

比 91 名減））
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②連携・協働によるイベント事業

・スポーツ・レクリエーション祭（10 月 10 日開催予定）

各種体育団体等が中心となり、実行委員会を組織し企画・運営を行います。

ディスクゴルフ、グラウンドゴルフ、ソフトバレーボール、バドポン、

インディアカ、綱引き、健康づくりコーナー、昔の遊びコーナー等

・順天堂大学連携事業

生涯学習公開講座 親子スポーツ教室（全４回・11月開催予定）

おとなもスポーツテスト （11 月３日開催予定）

陸上競技教室 （３月開催予定）

③競技スポーツの向上

・体育協会が中心となり、各種スポーツ大会を開催し、競技力の向上を図ります。

卓球、バレーボール、バドミントン、野球、少年野球、ソフトボール、

ソフトテニス、テニス、ゴルフ、空手、剣道、少年サッカー

・印旛郡市民体育大会への参加及び選手派遣を行います。全 17競技 25 種目

④体育施設の有効活用と学校開放

既存体育施設・学校開放施設を効率的かつ有効に活用しながら、スポーツ・レ

４

３

３

・ウォークラリー大会は 5月 16 日に開催しました。

（参加者 59組 187 名 前年比 89 名増）

② 連携・協働によるイベント事業

・スポーツ・レクレーション祭 各種体育団体等が中

心となり実行委員会を組織し、10 月 10・11 日に開

催しました。ソフトバレー、バドポン、インディア

カ、グラウンドゴルフ、ディスクゴルフ、健康づく

りコーナー、昔の遊びコーナーを実施しました。（参

加者延べ 130 名)

・順天堂大学連携事業

生涯学習公開講座 第 1 回コアトレーニング教室

10/2（オンライン ZOOM）、第 2回体操競技教室 10/23

（オンライン ZOOM）、第 3 回陸上競技教室 11/6、第

4回ダンス教室 11/27 を実施しました。参加者 14組

31 名。

おとなもスポーツテスト 11/3 実施（参加者 25名）

陸上競技教室 3/12 実施（参加者 47名）

③ 競技スポーツの向上

・新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から多くの

大会を中止いたしましたが、一部の大会・教室（春

季町内野球、少年野球、初心者テニス教室、テニス

大会）では感染予防策を講じたうえで事業を実施し

ました。（参加者 482 名）

・印旛郡市民体育大会は新型コロナウイルス感染拡大

防止の観点から中止となりました。

④体育施設と学校開放施設の貸し出し

・新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、町内
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クリエーションに親しむ場の提供を行います。

⑤オリンピック・パラリンピック関連事業

・オリンピック・パラリンピック体験事業

オリンピック競技スポーツイベント （６月 11 日開催予定）

パラリンピック競技体験イベント （３月 22 日開催予定）

パラリンピック種目学習講座 （12 月開催予定）

・オリンピック・パラリンピック等選手育成補助金事業

オリンピック・パラリンピック等を目指す優秀な選手の育成を図ることを目

的とした補助金を交付します。

・オリンピック・パラリンピック観戦事業

東京オリンピック・テコンドー競技を町内小中学生 280 名（引率含む）が観

戦します。（７月 24日）

４

のスポーツ施設の貸出を一時期停止（8/2～9/30）、

屋内施設停止・屋外時間短縮（1/20～3/21）しまし

たが、感染予防策を講じたうえで墨スポーツ広場・

中央台公共用地・学校開放施設を貸し出し、スポー

ツ・レクリエーションに親しむ場を提供しました。

・大室台小学校プールを活用しての水泳教室は新型コ

ロナウイルス感染拡大防止の観点から中止いたしま

した。

⑤オリンピック・パラリンピック関連事業

・オリンピック・パラリンピック体験事業

6/11 水泳講演（参加者 510 人）

3/22 障害サッカー（参加者 320 人）

12/24 ボッチャ、1/5 ユニバーサルスポーツ、1/6

ゴールボール（参加者延べ 101 名、実 44名）

・オリンピック・パラリンピック等選手育成補助金事

業は、5名の選手が育成選手に指定され、補助金の

交付を行いました。

・オリンピック・パラリンピック観戦事業は、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止の観点から中止いたしま

した。


